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⼩委員会設置の経緯と⽬的
•学校医のなり⼿がいないという都道府県担当理事からの意⾒が
ある。学校医の報酬、待遇、漠然とよくわからないが⾯倒そう
だという印象を持たれているようだとの意⾒もある

•現在既に学校医になっている会員、学校医になるかどうか迷っ
ている会員に対し、「学校医の法的・倫理的・社会的意義」に
ついて「読みやすくわかりやすい」書籍を作成し、⼀般会員に
向けて学校医の意義・職務内容など広く啓発に寄与したい

• 1993年と2004年に、⽇本医師会が作成した書籍があるが、⽇
本医師会の作成する書籍として継続性を保ちつつ、最新の情報
を提供する



学校医の現状はどうなのか？



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

• 平成28年4⽉施⾏の新しい健康診断、平成27年12⽉から施⾏されたストレス
チェック制度等、学校医の置かれた環境変化に伴い実施された現状調査

• 調査対象
• 都道府県各郡市区医師会（814箇所）の内科・眼科・⽿⿐咽喉科学校医

• 調査期間
• 平成28年11⽉28⽇〜平成29年1⽉31⽇

• ⽅式
• Webアンケート回答⽅式

• 総回答件数
• 内科・⼩児科 1991、眼科 707、⽿⿐咽喉科 689、合計 3387件
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平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から
眼科及び⽿⿐咽喉科学校医の地域的不⾜について、これらの科が不在の
場合は内科学校医が代替しているのは約15.1％に過ぎなかった



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から
学校医の職務参画状況についてのアンケートでは、62.1％が健診以外の
職務に参画していた



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から
学校医と教職員との連携・意思疎通についてみると、養護教諭とは連携
出来ているが、校⻑と連携しているのは約60％である



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

選択肢 回答 ％ 性別 回答 ％

ある 1287 64.6％
男性 1155 89.7％
⼥性 132 10.3％

ない 703 35.3％
男性 647 92.0％
⼥性 56 8.0％

未回答 1 0.1％
合計 1991 100.0％

問：学校や地域において、学校医の業務で感謝されたこと、やりがいを感じたことはありますか？
（内科・⼩児科編）

約35％の学校医が、感謝されたこと、
やりがいを感じたことがないと回答



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

内科・⼩児科編



過去に⽇医が作成した冊⼦とこれから













両者の⽬次⽐較（1993年版の第5章のみ⼩項⽬を⽰す）

• 1993年医師のための学校保健 ⽬次
• ⽣涯保健における学校と地域
• 児童⽣徒の健康と⽣活
• 学校教育の現状
• 学校保健の構成
• 医師と学校保健活動

• 医師と学校保健活動
• 健康診断
• 伝染病予防
• 傷害の防⽌・救急処置
• 健康相談
• 保健室
• 医師と学校保健教育
• 学校医と学校体育
• 医師と性教育
• 学校医と学校給⾷
• 学校環境衛⽣

• 医師と学校保健組織活動
• 資料

• 学校保健及び学校医制度の変遷
• 学校環境衛⽣の基準
• 諸外国の学校保健
• 関係法規

• 2004年 学校医の⼿引⽬次
• 総論
• 学校保健
• 健康診断
• 健康相談と保健指導―健康教育を⽬指して
• 学校精神保健
• 学校伝染病
• アレルギー疾患
• スポーツ医学、スポーツ外傷・障害
• 性感染症と性教育
• 学校安全―災害と共済制度
• Topic

• 学校環境衛⽣（シックハウスを含む）
• 情報管理と学校医
• 学校給⾷

• 附録
• 学校保健法
• 健康診断票



⼩委員会構成メンバー



編集⽅針について
• 対象

• ⼀般会員、特にこれから学校医となる医師、および現在学校医を勤めている医師
• ⾴数（A4、100⾴程度）
• 内容

• 2004年度版学校医の⼿引 の構成をベースとする
• ⽇医の作成する冊⼦として、以前の1993年度版、2004年度版との継続性は重視する
• 第１章を総論とし、第２章に「学校医 (仮）」と学校医に特化した章を作成する
• 第３章、第４章、第５章は、それぞれ学校健康診断、健康相談・健康教育、学校において予防
すべき感染症とし、第６章以降は、メンタルヘルス、運動器、性の問題、アレルギー、⾷育、
学校安全など 学校医が知っておくべき内容の章建てを作成

• コラムを充実させ、読みやすい冊⼦とする
• 魅⼒ある学校医像を描く

• モチベーション（やりがい）、学校医の社会的地位、健診医との違い 等
• 執筆者選定を第2回⼩委員会（4⽉13⽇予定）で⾏う
• 学校保健委員会への諮りと報告

• ⼩委員会の結果および編集⽅針については、学校保健委員会への諮りと承認を要する
• スケジュールは年度内発⾏
• 学校医不⾜の現状を鑑み学校医になることに負担感・抵抗感がでないよう配慮する



乞うご期待


